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剰余金の配当に関するお知らせ 

当社は、本日開催の決算取締役会において、下記のとおり平成 30年３月31日を基準日とする剰余金の

配当を行うことを決議いたしましたのでお知らせします。 

なお、本件は平成30年６月 28日に開催予定の定時株主総会に付議する予定であります。 

 

記 

１．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成30年2月7日公表） 
前期実績 

基準日 平成30年３月31日 同左 平成29年３月31日 

1株当たり 

配当金 

16円00銭 

（普通配当7円50銭） 

（店頭登録（JASDAQ上場）25年記念・ 

富山SCMセンター竣工記念配当8円50銭） 

7円50銭 

（普通配当7円50銭） 

37円 

（普通配当15円） 

（創業145周年記念配当22円） 

配当金総額 361百万円 ― 397百万円 

効力発生日 平成30年６月29日 ― 平成29年６月30日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

※ 当社は平成 30 年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前期実  

績の１株当たりの配当金については、当該分割前の実際の配当金額を記載しております。株式分割を考

慮した場合、前期実績の期末配当金は、１株当たり18円50銭となります。 

 

２．理由 

当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要施策と位置づけ、利益の配分につきましては、株主の

皆様への安定的な配当の継続を基本としつつ、これに加え業績に応じた成果の配分を行うことを念頭に、

具体的には連結配当性向 30％以上の配当の実施を基本方針としております。 

上記の基本方針に基づき、平成 30 年 3 月期の連結業績等を勘案し、同期末の１株当たり配当金を、

普通配当７円 50 銭に店頭登録（ＪＡＳＤＡＱ上場）25年記念・富山ＳＣＭセンター竣工記念配当８円

50銭を加え、合計16円 00銭に修正することといたしました。 

年間配当金につきましては、以下をご参照ください。 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 1株当たり配当金 

基 準 日 中間期末 期末 年間 

当 期 実 績 20円00銭 16円00銭（予定） ― 

前期実績（平成29年3月期） 15円00銭 37円00銭 52円00銭 

※ 当社は平成30年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前期実

績および当期中間期末は、当該分割前の実際の配当金額を記載しております。 

  なお、株式分割を考慮すると、年間配当金は、当期実績・前期実績いずれも26円と同額になります。 

以 上 


